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総
合
計
画
（
中
長
期
財
政
計
画
・
実
施
計
画
）
に
つ
い
て

初
期
対
策
交
付
金
や
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
で
計
画
し
た
事

業
の
中
で
今
後
実
施
す
べ
き
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
中
長
期
財
政
計

画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

実
施
計
画
で
は
、
平
成
２４
年
度
か
ら
平
成
２６
年
度
ま
で
の
３
ヵ

年
の
新
規
事
業
、
中
止
又
は
先
送
り
し
た
事
業
が
示
さ
れ
、
平
成

２６
年
度
に
浜
岡
中
学
校
校
舎
建
築
工
事
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
電
源
関
係
交
付
金
対
象
事
業
の
変
更
が
さ
れ
、
基
幹
消

防
署
整
備
事
業
、
灯
台
周
辺
整
備
事
業
、
農
業
技
術
研
究
所
（
海

岸
砂
地
ほ
場
跡
地
）
施
設
整
備
事
業
な
ど
の
財
源
振
替
が
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
長
期
発
展
対
策
交
付
金
事
業
枠
配
分
予
定
額
（
案
）
と

一
般
会
計
に
お
け
る
普
通
建
設
事
業
の
内
訳
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

浜
岡
原
子
力
発
電
所
津
波
対
策
に
つ
い
て

中
部
電
力
で
は
現
在
津
波
対
策
の
更
な
る
安
全
性
と
信
頼
性
の

向
上
に
向
け
、
防
波
壁
の
設
置
、
海
水
ポ
ン
プ
の
水
密
化
、
非
常

用
電
源
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）
を
高
台
に
設
置
す
る
な
ど
の

津
波
対
策
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

１２
月
１６
日
に
は
原
子
力
対
策
特
別
委
員
会
で
こ
れ
ら
の
現
場
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
防
波
壁
の
基
礎
と
な
る
地
中
壁
工
事
は
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
同
様
の
工
法
で
実
施
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

工
事
用
機
械
も
鉄
筋
資
材
な
ど
も
大
規
模
な
も
の
で
し
た
。
ま
た
、

緊
急
時
の
海
水
ポ
ン
プ
設
置
に
向
け
海
水
を
取
水
す
る
た
め
の
掘

削
工
事
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
新
設
す
る
ポ
ン
プ
は
水
密
構
造
の

建
屋
に
収
納
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

高
台
４０
ｍ
の
山
林
で
は
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
発
電
機
を
初
め
緊
急

時
の
資
機
材
倉
庫
を
設
置
す
る

た
め
の
造
成
工
事
も
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
。

防
波
壁
設
置
工
事
と
緊
急
時

海
水
取
水
設
備
工
事
は
昼
夜
を

徹
し
て
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
中
部
電
力
に
は
安
全
対
策

に
万
全
を
期
す
よ
う
申
し
入
れ

ま
し
た
。

当
委
員
会
と
し
て
も
今
後
工

事
の
進
捗
状
況
な
ど
注
視
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
課
窓
口
業
務
委

託
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ

ス
は
低
下
し
な
い
か

近
隣
市
で
は
す
で
に

導
入
し
て
い
ま
す
。
よ

り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
扶
助
事
業

の
就
労
支
援
に
対
す
る

実
績
は

平
成
２０
年
６
名
、
２１

年
９
名
、
２２
年
１１
名
、

２３
年
は
パ
ー
ト
を
含
め
１４
名
で

支
援
を
更
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

第
一
小
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
施
設
の
計
画
規

模
は

ト
イ
レ
、
教
材
室
を

含
め
１
９
０
㎡
く
ら
い

を
考
え
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
設
置
に

対
す
る
市
の
目
標
は

家
庭
用
太
陽
光
発
電

の
導
入
率
の
平
均
は

１
・
９
％
で
す
。
今
後
５
年
間

で
６
％
ま
で
増
加
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
の
未
納

状
況
は

６
名
が
未
納
で
す
が

３
名
は
納
付
約
束
を

し
、
残
り
３
名
に

つ
い
て
も
次
回
の

子
ど
も
手
当
か
ら

差
し
引
く
こ
と
に

同
意
を
求
め
て
ま

い
り
ま
す
。国

民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
状
況
は

昨
年
の
税
率
改
正

時
、
平
成
２２
年
度
か
ら

２４
年
度
の
３
年
間
の
税
率
を
決

め
ま
し
た
が
、
当
時
と
社
会
経

済
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
特

に
課
税
所
得
関
係
は
本
年
度
約

４
億
５
千
万
円
下
が
り
、
補
正

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
来
年

度
の
課
税
所
得
額
は
昨
年
の
税

率
改
正
時
の
見
込
み
よ
り
大
幅

に
減
少
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
今
年
度
は
前
年
の
繰
越

金
が
１
億
５
千
万
円
あ
り
、
医

療
費
の
伸
び
が
少
な
い
こ
と
か

ら
何
と
か
対
処
で
き
る
と
思
い

ま
す
が
、
来
年
度
の
本
算
定
に

お
い
て
医
療
費
が
増
加
し
た
場

合
は
、
適
格
な
対
応
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
保
税
の
収
納
状
況

は
平
成
２２
年
度
決
算
で

は
９１
％
を
超
え
、
税
率

を
上
げ
た
こ
と
で
収
納
率
に
は

影
響
が
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

※
国
保
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
し
、
厳
し
い
運
営

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
医
療
費

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
加
え

て
市
の
介
護
施
設
が
医
療
施

設
へ
切
り
替
わ
る
な
ど
、
増

加
要
因
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
た
め
健
全
運
営
に
つ

い
て
「
意
見
書
」
を
提
出
し

ま
し
た
。市

立
病
院
事
業
会
計

補
正
に
つ
い
て
、
リ
ハ

ビ
リ
病
棟
の
利
用
状
況
は

病
床
数
は
３８
床
で
す

が
緊
急
対
応
の
た
め
満

床
で
運
営
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
９０
％
台
の
３５
床
が
最

大
と
な
り
ま
す
が
、
現
在
３４
床

か
ら
３５
床
で
推
移
し
て
お
り
ま

す
。
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１２
月
２０
日
下
水
道
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
回
の
特

別
委
員
会
で
は
、
御
前
崎
・
白
羽
地
区
の
下
水
道
整
備
計
画
は
、

将
来
的
な
財
政
計
画
を
踏
ま
え
て
、
従
来
の
Ｏ
Ｄ
方
式
を
変
更
し

て
、
全
域
を
個
人
設
置
型
合
併
浄
化
槽
方
式
で
整
備
す
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
合
併
浄
化
槽
装
置
補
助
金
に
つ

い
て
協
議
し
補
助
額
を
次
の
通
り
交
付
す
る
こ
と
で
委
員
会
で
了

解
さ
れ
ま
し
た
。
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
は
、
５
人
槽
で
７０
万

円
、
７
人
槽
で
９０
万
円
、
１０
人
槽
で
１
４
０
万
円
で
す
。
今
回
の

決
定
に
よ
り
御
前
崎
市
全
体
の
下
水
道
整
備
計
画
が
決
ま
り
、
水

質
環
境
整
備
が
整
い
ま
し
た
。

施
行
日
は
平
成
２４
年
４
月
１
日
の
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
市
の

担
当
部
署
が
各
地
区
で
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

浜岡原子力発電所保安検査結果について
原子力発電所１、２号機の廃止措置管理の状況や燃料管理状況、また３号機から５号機の運転

管理状況及び福島第１原子力発電所の事故を踏まえた緊急安全対策の実施状況等いずれも違反と
なる事項はなかったとの報告でありました。

環境放射能調査結果について
静岡県環境放射能監視センターと中部電力が実施している周辺環境放射能検査において、今期

（７月～９月）浜岡原子力発電所からの環境への影響は認められませんでした。

原
子
力
発
電
所
立
地
市
の
委
員
と
立
地
地
域
に
お
け
る
固

有
の
課
題
や
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
す
る
と
と

も
に
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分
研
究
開
発
の

基
盤
と
な
っ
て
い
る
施
設
を
調
査
・
研
究
す
る
た
め
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

視
察
先

○
敦
賀
市
役
所
（
福
井
県
敦
賀
市
）

・
敦
賀
市
議
会
原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会
　
意
見
交
換

○
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー
（
岐
阜
県
瑞
浪
市
）

・
瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
　
視
察
研
修

（
平
成
２３
年
１１
月
１４
日
〜
１５
日
）

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

議
員
視
察
研
修


